
　皆さんは Web の学会開催には慣れましたか？　私は最
近，7 分間の発表演題を動画として仕上げるまで丸 2 日も
かかってしまいました．当初，修正するスライドだけ再録
する機能を知らず，失敗すると全て最初から録画し直し，
余計に時間がかかってしまいました．このような経験は，
入職間もないころ，発表原稿を何度も読んだりスライドを
修正したりした日々を思い返せたので，“初心忘るべから
ず”の再認識という意味では勉強になっています．新しい
学会形式には悪戦苦闘しておりますが，そんななか，『検
査と技術』は，変わらず定期的に発刊され，最新の情報を
得られることに意義や安心感があるのだと思います．
　さて，本号は遺伝子関連や分子学的検査の内容として，

「適切な遺伝子関連検査実施のための留意点」や「認定臨
床染色体遺伝子検査師」，そしてトピックスの 2 点が掲載
されており，感染症関連では「輸入真菌症の検査」や

「AMR 時代に臨床検査技師が知っておくべき感染症疫
学」について掲載されています．特にトピックス欄の「酸
化型アルブミン（HNA）測定法の臨床応用」は，酸化スト
レスの実用的なバイオマーカーとして期待がもてると感
じ，非常に興味深い内容でした．その他，生理機能検査で
はスクリーニングにおける腹部超音波検査の要点と心エ
コーでの GLS 計測が，輸血関連では不規則抗体検査が，
そして細胞診関連では甲状腺の好酸性細胞ついてなど，幅
広い分野を網羅しています．病気のはなし「胃食道逆流症

（GERD）」や，疾患と検査値の推移「血管炎」も比較的遭
遇する疾患に関連する内容です．皆さまで広くご活用いた
だければ幸いです．� （八鍬恒芳）
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編集室より
　「Johnnie Walker」は世界で最も普及しているウイス
キーですが，本年，環境対策として紙製ボトルを導入す
ることを発表しました．今後，他の酒類でも同様の取り
組みが始まると思われます．COVID-19 の流行で多く
の生活様式が変わりましたが，SDGs によっても身近な
風景は変化しています．紙のボトルから“かっこよく”
ウイスキーやワインを注ぐバーテンダーやソムリエの姿
も，いつかは当たり前になっていくのでしょう．� （T）

First & Next Step
微生物検査サポートブック
　検査の自動化，アウトソーシング化が進む昨今，微生物検査にか
かわる臨床検査技師に求められる能力も大きく変わってきていま
す．すなわち，ルーティン業務を的確に行うことだけでなく，いか
に“＋αの情報”をフィードバックできるかが重要視されているの
です．
　本増刊号では，ビギナーはもちろん，次のレベルにステップアッ
プする読者にも役立つことを目的に，最新の情報をもって微生物検
査の基本技術・知識を整理しました．臨床微生物検査における最新
のロードマップとして，また各種試験に向けた勉強のための教材と
してもご活用いただける一冊です．
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